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論文内容要旨
 私は,不可逆的で,かつ予後不良である肝硬変の前段階にある慢性肝炎の研究は,臨床的に重
 要であると考えて,犬山シンポジウムの了解事項にしたがって診断した慢性肝炎活動型40例,
 非活動型48例,および戸ersistedHepatitis10例,計98例を腹腔鏡で詳細に観察
 し,そあ所見と肝組織所見および肝機能検査成績,さらには活動型,非活動型,遷延型の各型との1
 の関連を検討した。
 器具は町田製ファイバー導光式L型腹腔鏡を使用し,腹腔鏡所見は,色調・大一きさ,二肝表面像
 をもって,活動型,¶非活動型・遷延型と比較した。肝表面像は,平滑型・・不平型・顆粒型・小結
 節型・粗大結節型の5段階に分類した。.・・....`
 肝組織所見は,肝細胞変性・,グリソン鞘および小葉内細胞浸潤,グリ'ソン鞘および小葉内線維
 増生,小葉周辺部壊死および小葉内壊死,星細胞活動化,胆管増生の9項目を←ll出1+1㈹㈱の5
 段階に分類した。
 肝機能検査成績は,黄疸指数,T.T.T.,Z.T.T.,S-G.0.T.,S-G.P.T.,γグロブリン,
 アルカリ性フォスファターゼ,B.S.P.の8項目をH{+1㈹㈹の4段階に分類した。
 以Bこより,1)組織所見と肝表面像2)肝表面像と慢臍炎各型.3)肝機能検査成績各l
l
 項目と肝表面像4)肝機能検査成績各項目と慢性肝炎各型とをそれぞれ比較検討し,犬山シン1
 ポジウムの了解事項による慢性肝炎の分類,定義に若干の批判を加えながら,次の結論を得た。l
l
 すなわち・・'r
 1)赤褐色および淡赤褐色を呈する症例に,活動型および遷延型が多い傾向を認めた。1
 2)騨型・小結節型および粗嬬鯉で`ま・小葉内線維増生およびグリソン鞘内線維増生が1
 高度にみられる。また,これらの型に活動型が多い。'..[
 3)不平型,顆粒型,小結節型および粗大結節型では,rグロブリン・,T.T.T.およびB.S.pl
 撰泄試験に高度の陽性率を示した。ll
.
 4)遷延型では,肝表面像の変化そきたす症例は少ない傾向を認めた。1
 5)活動型は非活動型に比して,肝機能障害度を示す症例が多い。
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 審査結果の要旨
 著者は・慢性肝炎活動型'40例,非活動型48型,およびPersistantHepatitis10
 例,計98例を町田製ファイバー導光式L型腹腔鏡で詳細に観察し,その所見と肝組織所見およ'
 び肝機能検査成績,さらに活動璽,非活動型,遷延型の各型との関連を検討して、次の結論を得
 ている。
すなわち
 1)赤褐色および淡赤色を呈する症例に,活動型および遷延型が多い。.
 2)顆粒型,小結節型および粗大結節型では,小葉内線維増生およびグリソン鞘内線維増生が高
 度にみられ,これらの型に活動型が多い。
 3)不平型,顆粒型,小結節型および粗大結節型では,rグロブリン,T・丁皿・およびB・S・P・排泄
 試験に高度の陽性率を示した。
 4)遷延型では,肝表面像の変化をきたす症例は少ない。
 5)活動型は非活動型に比して,肝機能障害度を示す症例が多い。
 したがって,本論文は学位を授与するに値するものと認める。
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